
１．はじめに
2020年３月11日、世界保健機関（WHO）は

新型コロナウイルスのパンデミックを宣言し
た。３月末には100を超える国や地域が対策
として都市封鎖などの行動制限を実施する事
態となり、人々の暮らしは新型コロナウイル
ス流行以前と大きく変化することとなった。
2020年９月現在、220の国と地域へと感染は
拡大し少なくとも約100万人の人々が犠牲と
なった。感染者数が落ち着いたかに見えた国
や地域でも再び感染が広まり始めるなど、先
の見えない状況が未だに続いている。

社会・経済に大混乱を引き起こしている新
型コロナウイルスの大流行は、大人だけでな
く子どもたちを取り巻く環境にも深刻な影響
を与えている。日本政府は緊急事態宣言の出
される約１か月前の2020年２月27日、全国全
ての小中高校と特別支援学校に対して、３月
２日から臨時休校するように要請を出し全国

の９割以上の学校が急遽臨時休校をするとい
う状況に至った。全世界的にも見てもおよそ
９割の学生が休校等の影響を受けた１）という。

国境を越えて爆発的に拡大を続けるウイル
スの脅威に対して社会が閉じ、排除、分断、
自国第一主義といった不寛容な風潮が新型コ
ロナ流行以前にも増して広がりつつある世界
に対して、世界人権宣言の「すべての国又は
人種的若しくは宗教的集団の相互間の理解、
寛容及び友好関係を増進する」という教育の
目標、役割が改めて重要となるのは明白であ
ろう。

本論文では、筆者が理事を務める特定非営
利活動法人地球対話ラボが実施するインドネ
シア・アチェと東北の子どもたちによるイン
ターネットテレビ電話を活用した「地球対
話」の実践について取り上げる。新型コロナ
ウイルス以前から取り組んできたオンライン
による国際交流実践を共有することで、地球
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上で同じ「未曽有」の事態に直面する異なる
背景をもつ人々同士の相互理解と寛容な関係
性の構築へと向かう教育について考える一助
となることを目的とする。

２．インターネットテレビ電話を用いた
地球対話

２－１．地球対話とは
地球対話の詳細を記述する前に特定非営利

活動法人地球対話ラボ（以下、当団体）につい
て簡単に説明をする。当団体は2002年に任意
団体、2010年に特定非営利活動法人（NPO）
となった。世界中の市民同士の対話を支援し、
対話を通じて人々の関係性が変わり世界が変
わるような双方向なメディアを目指して設立
された法人である。どちらか一方が何かを得
るのではなく対話を通して相互に人々が学び
合うような「双方向性」を理念として活動を
続けてきた２）。

2013年以降は、2011年に発生した東日本大
震災の被災地域である東北地方と、2004年に
発生したスマトラ沖地震の最大の被災地域で
あるインドネシア・アチェとの国際協働事業
を中心に活動をしている。両地域の人々の双
方向的な関係を構築し、被災という負の経験
を未来へすすむ原動力として転換しうるよう
な活動を目指し、共に地球の未来を築いてい
く担い手の育成に力を入れた取り組みを続け
ている。

当団体が2002年の設立から行っている地球
対話とは、対面・ライブ・双方向の３つを基
本とし、世界中の人々と顔を見ながら交流を
して互いに学びあうことを目指した対話活動
のことをいう。

３つの基本を１つ１つ見ていこう。まず対
面とは、互いに直接顔を見あえる環境のこと
を指す。顔の見えない/名前のわからない不
特定多数の人に向かって話したり表現したり
するのではなく、画面を通して目の前にいる
人へ語りかける。地球対話に参加する人々の

多くは、相手のいる場所まで直接行くことが
様々な理由から難しい状況にある。そこで、
インターネット等を活用し、対面の状況を用
意する。

基本の２つ目、地球対話はライブである。
一方的に情報を受信するだけでも、一方的に
情報を発信だけでもなく、その情報を見てい
る様子や反応を共有しあったり、感じたこと
や疑問をその場で相手に尋ねたりする。時に
予想していないような反応や質問が相手から
届くこともあるが、それに対して今ある知識
や考えを駆使して返事をしたり、返答できず
自分が「わからない」と気が付いたりするこ
ともライブで行う意義の１つであると考える。

当団体の理念でもある双方向性は「地球対
話」でも重要となる。どちらか一方がもう一
方から何かを得るような対話ではなく、双方
にとって学びや気づきのあるようなものを目
指し、またそのような関係性が双方向的に結
ばれるよう特に気を付けて活動を行っている。

地球対話の担い手となるのは、戦争下にあ
るアフガニスタンの高校生と「平和」な日本
に住む高校生であったり、巨大地震と大津波
という同じ自然災害を経験したインドネシ
ア・アチェと日本の東北地方の小学生であっ
たりと様々な立場・年齢の人々である。学校
内外、子どもと大人との対話も実施してきた。

（写真１　画面越しに挨拶をする参加者）
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２－２．地球対話の教育的意義づけ
本節では、アチェと東北の対話の主な舞台

となっている、学校における教育的意義づけ
について検討していく。

第一に、教科横断的な活動であるというこ
とである。主に海外の人々との交流を土台と
した活動であることから、公教育のカリキュ
ラム内では特に社会科や総合的な学習の時間
内での教育活動として位置づけられることが
多かった。しかし社会科や総合だけにとどま
らず、実践者である教員の専門分野や子ども
たちの興味・関心などの実態に合わせて音楽
科や図画工作科といった芸術教科、またそれ
らを組み合わせて実施することも可能である３）。
過去には社会科や総合的な学習で調べた地域
の特徴について、互いに英語でプレゼンテー
ションを行い伝え合うという実践も行われた。
さらに、ライブで相手に自分が調べたことを
話して伝え、相手の話を聞いたりそれに答え
たりすることが不可欠な活動であることから、
国語科や言語活動的な性格も合わせ持ってい
ると言えるだろう。

第２に子どもたちの主体性や思考力を育む
要素をもった活動であるということだ。宮崎

（2019）は、主体性の発揮・思考力の育成・
活動の広がりと深まりという３点を指摘して
いる。

１点目の主体性の発揮について、参加した
子どもたち自身が相手に伝えたい内容をそれ
ぞれに考え、伝え、それを自分たちでふりか
える一連の活動から、子どもたちが主体的に
活動に取り組み学ぶ姿が見られたという。

２点目の思考力の育成については、子ども
たちが自分たちの暮らす地域と相手の地域の
違いを目にしたことで２地域を比較しながら
考えを巡らせることにつながったことである。
相手の地域について直接話を聞き、写真や映
像を見ることで高い興味・関心を維持した点
も思考力の深まりに関連しているという。

３点目は、交流の最初の段階では所謂３F

（Food食べ物、Fashion服装、Festival祭り）
の内の１つである名物・食べ物などに興味を
もっていた子どもたちが、活動を継続するこ
とによってインドネシアで多くの人々が信仰
しているイスラム教や文化、スマトラ沖地震
についても関心が注がれるようになり、内容
に広さと深まりが生まれたというものだ４）。

３．インドネシア・アチェと日本の東北
地方の子どもたちの対話実践

３－１．交流の背景
実際の子どもたちの対話実践の前に、本プ

ロジェクトが始まり現在に至る背景について
簡単に説明したい。インドネシア・アチェと
日本・東北地方の子どもたちによる地球対話
が始まったのは2013年であった。当団体は、
2011年３月11日に発生した東日本大震災の被
災地の１つである宮城県東松島市宮戸島にあ
る旧宮戸小学校５）と協働し国際交流活動を
始めることとなった。その交流相手の１つが
インドネシア・アチェの小学校だったのであ
る。

2013年当時、日本の東日本大震災の被災地
では震災後に表れ始めたPTSDなどの症状に
苦しむ子どもたちや、震災から２年、復興へ
向けた道のりは険しい状況であった。一方で
震災から９年が経過したアチェでは復興を遂
げた人々の活気にあふれ経済発展にも沸いて
いた。アチェの人々の被災から立ち直ったた
くましい姿が、東日本大震災で被災した子ど
もたちの未来の姿と重なり、交流を行うこと
で、通常の防災教育とは異なったアプローチ
で災害への意識を高めるとともに、子どもた
ちが未来を描くきっかけになるかもしれない、
そのようなことを意図して、アチェの子ども
たちとの交流は始まった。

インドネシア・アチェは、2004年12月26日
に発生したスマトラ沖地震と津波の最大の被
災地である。インドネシアだけでも約16万人
が死亡・行方不明となった。さらに、被害は
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マレーシア、タイ、インドなど広範囲に渡っ
た。

2013年当時のインドネシア・アチェでは、
復興が進んだことで被災記憶の継承、防災意
識の低下が、特にポスト津波世代と言われる
子どもたちの課題となっていた。東日本大震
災の被災地の子どもたちとの交流を通して、
改めてスマトラ沖地震について学び、考え、
その上で自分たちの未来を創るきっかけとな
るような活動を目指して東北の子どもたちと
対話をすることとなったのだ。震災という共
通した経験をもちながら震災発生の時期の違
いがあることを交流の土台に据えた双方向的
な活動の始まりであった。

開始当時の参加校は、東北の小学校が１校
とアチェの小学校が１校の計２校だった。多
くの団体・人々の協力と支援により、2020年
までに東北４校・アチェ４校の４ペア計８校
が参加する活動となっている。

３－２．「地球対話」のプロセス
アチェと東北の子どもたちによる地球対話

に関係する主要団体は、アチェの小学校、東
北の小学校、アチェ・コミュニティアート・
コンソーシアム、そして地球対話ラボである。
アチェ・コミュニティアート・コンソーシア
ムとは、アチェの大学生～若者を中心とした
メンバーによって運営されている非営利組織

（NGO）である。アートや教育、震災・環境
など様々なテーマを切り口にイベントやワー
クショップの企画・運営を行っている。長期
的には当団体が中間に入らずに、自立して地
球対話やその他のプロジェクトを行えるよう
になることを目指しているが、現段階では、
各地域の小学校間の調整を地球対話ラボとア
チェ・コミュニティアート・コンソーシアム
で行いながら地球対話の準備は進められてい
く。

 

（図１　地球対話に関係する団体と主な役割）
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子どもたちが画面越しに顔を合わせる日を
地球対話の当日と呼ぶとするならば、どのよ
うに当日を迎えるのか、地球対話を実施する
までのプロセスを時系列でまとめたものが図
２である。

地球対話実施のプロセスは、①キックオフ
ミーティング②事前準備③地球対話当日④ふ
りかえり、の４つの段階を踏んで実施される。
プロセスといってもあくまで基本的なものな
ので、社会や学校の状況等によってこのプロ
セスを柔軟に変更して活動は実施される。特
に2020年度は新型コロナウイルスの流行によ
り活動のプロセスは変容している状況にある。

以下では基本的な4段階のプロセスを詳しく
見ていきたい。
①キックオフミーティング

地球対話実施の決定後、学校と打ち合わせ
を行う。担当する教員との顔合わせや活動の
希望や方向性などを簡単に話し合うことが多
い。学校まで行き打ち合わせをすることもあ
るが、オンラインで行うこともある。
②事前準備

活動が多岐にわたるのが事前準備である。
教員向けワークショップや子ども向けワーク
ショップ、各学校での活動に合わせた準備を
行う。

①活動に向けて

④ふりかえり
③地球対話当日

②事前準備

▼キックオフミーティング
・前年度の活動の課題や希望の確認

(初実施の場合は他校の実践等の共有)
・今年度の活動の方向性や希望の確認
・インドネシア・アチェ側と東北側、

それぞれの方向性や希望の共有

▼教員向け対話体験会
・子どもたちと活動をするアチェと東北の

先生方自身が「地球対話」を体験する。
▼子どもたち向け事前ワークショップ▼子どもたち向け事前ワークショップ▼子どもたち向け事前ワークショップ▼子どもたち向け事前ワークショップ
・子どもたちの興味・関心を高めることを

目的に、相手国の簡単な基礎知識や文化
体験活動等を行う。
▼各学校の活動に合わせた準備▼各学校の活動に合わせた準備▼各学校の活動に合わせた準備▼各学校の活動に合わせた準備
自分たちのことを相手へ伝える準備を行う。
・映像制作
・地域紹介プレゼンテーション

（英語や母国語）
・歌
・絵（将来の夢）や図画工作作品 など
▼インターネット回線と機材の確認▼インターネット回線と機材の確認▼インターネット回線と機材の確認▼インターネット回線と機材の確認

▼インターネット回線と機材の確認
・当日の活動1時間前程度に実施。

▼活動のふりかえり
・活動を通して子どもたちが感じたこと
や発見したこと等をふりかえる。
▼次年度に向けて
・次年度に向けたアイデアや希望等を
簡単に話し、相互に共有しあう。
▼地域へのアウトプット

①～④までのプロセスを含めて地球対話

（図２　地球対話実施のプロセス）
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球対話をスムーズに実施するためにこうした
環境を事前に確認しておくことは非常に重要
なことである。
③地球対話の当日

地球対話の始まる１時間ほど前に、インタ
ーネット回線と機材の最終調整・確認を行
う。前日に時間をかけて確認を行っている後
なので大きなトラブルがなければ短時間で終
了する。しかし、入念に調整や確認を行って
も、いざ始まってみると急な停電や回線の切
断などが起きる場合もある。バックアップ機
材や回線でその時の状況に素早く対応しなが
ら、地球対話は実施されるのだ。
④ふりかえり

活動後、ふりかえりワークシートなどを子
どもたちに配布し、活動のふりかえりの記入
をお願いする。シートから、参加した子ども
たちが活動を通して感じたことや学んだこと
を知るとともに、活動の成果や課題、有効と
考えられる手立てや改善点等を分析し、次回
の活動へと生かす。

また活動を地域へとアウトプットすること
もある。地元の新聞社から取材をうけるなど
し、活動をオープンにすることで社会的なイ
ンパクトを生み出すことをねらったものだ。

以上、４つの段階を経て地球対話は進めら
れていく。全てこのステップ通りに進めると
いうことでは決してなく、それぞれの学校の
状況に合わせて変更や修正がある場合はその
都度ミーティングを行いスケジュールや具体
的な取り組み内容を調整する。重要なのは、
対話当日の子どもたち同士の交流だけが地球
対話なのではなく、このプロセスを含め、ま
たそれに関わる大人たちも含めて地球対話で
あるということだ。

３－３．地球対話の当日
2020年２月５日にインドネシア・バンダア

チェ第32小学校と宮城県気仙沼市立気仙沼小

教員向けワークショップは、子どもたちの
対話を一緒に創りあげていく先生たちに、ま
ずは地球対話を体験してもらおうと始めた取
り組みである。地球対話のイメージをつかん
でもらうと同時に、豊富な経験をもつ先生方
の特技や専門性を生かした活動を考えるなど
の意味をもつ。

ワークショップで扱う内容は、インドネシ
アと日本という、言葉も環境も異なる子ども
たちのやりとりがスムーズになるようなサポ
ート方法から、地球対話を学校教育の中にど
のように位置づけるかというやや専門的なこ
となどである。

中でも中心となるのは実際にインドネシ
ア・アチェと先生方が対話を行うところにあ
る。本番同様、通訳の方に入ってもらい、自
己紹介や質問のやりとりを行い、対面・ライ
ブ・双方向な地球対話を体験してもらうのだ。

子ども向けワークショップでは、基本的な
知識をインドネシア出身の講師の話や文化体
験などを通して知り、実際の対話への興味・
関心を高めることを目的として実施すること
が多い。

子どもたち向けのワークショップの実施と
並行して、各学校での活動に合わせた準備を
進めていく。地球対話には、「これを扱いま
しょう」という決まりはない。学校で対話を
実施する場合は、総合などの地域についての
学習と絡めることが多いがアイデア次第で活
動の幅は広がっていく。

事前準備では、インターネットの回線と機
材の確認も実施する。通常は、地球対話の前
日で、地球対話を実施する当日の時間に近い
時間帯を選び、インターネット回線の状態を、
突然の通信不良などが発生した場合に備えて
準備するバックアップ回線も含めて、アチェ
側とインターネットテレビ電話をつなぎ確認
する。その際、マイクやスピーカーの位置・
音量の調整や、カメラの写り方やスクリーン
の位置なども合わせて互いに確認しあう。地
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学校の５年生同士の地球対話の一部を紹介す
る。

インドネシアと宮城県気仙沼市は、漁業を
通して約40年前からつながりのある地域であ
る。現在は水産加工業でも多くのインドネシ
ア人が技能員実習生として働き、気仙沼市で
暮らすインドネシア人は200名を超える。東
日本大震災直後の2011年６月には、ユドヨノ
大統領（当時）が気仙沼市を訪問、インドネ
シア政府から災害復興資金が寄付されるなど
震災を関連とした結びつきも強い。東京オリ
ンピック・パラリンピックの「復興ありがと
うホストタウン」にも選ばれ、インドネシア
の人々、他の国や地域からきた人々との共生
に向けた地域づくりを進める先進的な地域で
ある。

両校の子どもたちは、地球対話当日の前に
映像を交換していた。映像は、地域のことや
学校生活、好きな遊びなどのテーマを子ども
たち自身が決めて撮影をし、１分程度の動画
にまとめたものである。交換した映像をそれ
ぞれが視聴した状態で地球対話当日を迎えた。
事前に映像を見合うことで交流への興味・関
心を高めるとともに、以前から気になってい
たことやその場で思いついた質問以外に、映
像を見て疑問に思ったことや感じたことを直
接質問することもできる。加えて、地域のこ
とや自分自身のことを映像化する一連の活動
を通して、地域や自分自身のことを見つめ直
したり、インドネシア・アチェとの比較の中
で改めてとらえ直す機会を生み出したりする
ことにもつながると考える。

当日、話題にあがったものは主に、ティッ
シュケース（気仙沼小から第32小学校への贈
り物）について、ボイ（アチェの伝統的なお
菓子、第32小学校から気仙沼小への贈り物）
について、通学カバンについて、サメ（漁
業）について、など８つほどであった。こ
れらの話題は予め決められたものだけでなく、
子どもたちの興味・関心、発言等によって絶

えず変化していく「生物」である。最後に両
校の子どもたちが画面越しで合唱した。

以下では、実際の地球対話で交わされたや
り取りの一部を見ていく。やり取りは、地球
対話の３つの基本の対面・ライブ・双方向性
の特徴が表れていると思われる場面を中心に
取り上げている。気仙沼小学校の児童の発
言は「気」、バンダアチェ第32小学校の児童
の発言は「ア」、ファシリテーターを担った
当団体スタッフを「ラ」と表記した。また、

（　）内は、場面がよりわかりやすいように
筆者が追加した説明である。ここでは全て日
本語で記述するが、子どもたちはそれぞれの
言語で対話をした。発言はその場で通訳され
た。

気：ボイはアチェにしかないものなんで
すか？
ア：はいそうです。
通訳からの補足：ボイはアチェの伝統的
なケーキです。
気：ケーキなんだ（やり取りを聞いてい
た質問者とは別の気仙沼小児童）※
ラ：次の質問はありますか？
気：ボイはいつからありますか？
ア：ボイはアチェが王国時代だったとき
からありました。だから400年くらい前か
らです。
気：えーーー！

（地球対話の様子①
アチェの名物「ボイ」に関する場面）

インドネシア・アチェの名物である「ボ
イ」という魚の形をしたカステラのようなお
菓子について、事前に第32小学校の子どもた
ちから送られてきたボイ作りで有名な村を紹
介した映像を見た気仙沼小の子どもの質問と、
その質問に答える第32小学校の子どものやり
とりの一部である。ボイが約400年前からあ
る食べ物だという答えが返ってきた時、質問
した子どもだけでなく、話を聞いていた気仙
沼小の子どもたちからは「えーーー！」とい
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う驚きの声が上がった。ボイという現在のア
チェの名物に、「400年前のアチェ王国」とい
う歴史的な視点が追加された瞬間である。

驚きの声が質問者本人以外の子どもからも
上がるという反応と類似して、質問者以外の
子どもがアチェからの返答につぶやきで反応
場面もあった（地球対話の様子①※の部分）。
質問者と回答者の間で起きたやり取りであり
ながら、そのやり取りがライブでその場にい
る参加者に共有され、それぞれの反応となっ
て表れるのも地球対話の双方向なやり取りの
醍醐味の１つである。

もう１つ、気仙沼小学校の子どもたちが学
校の授業の様子を撮影・制作した映像を見た
第32小学校の子どもからの質問に関する場面
を紹介する。

ア：みなさんの授業でアートの科目、図
工ありますね。みなさんは図工の授業で
何を作っていたんですか？
気：（誰が答えるかを相談し、２人で答え
ることを決めるた後）２年生の絵です。

（さらに何と伝えるか相談した後）
２年生が絵をかいていました。
ア：なんか建物をつくるみたいのがあっ
のですが？
気：（相談する気仙沼小の子どもたち）
ラ：今話していたことをそのまま言えば
いいんじゃない？
気：２年生が考えた建物を作っていました。
ア：ありがとうございます。

（地球対話の様子②
気仙沼小の授業風景に関する場面）

２年生の図工の授業を撮影したビデオを見
たアチェの子どもが、２年生が何を作ってい
るのか気になり、質問をした。

これは地球対話のライブな様子がよくわか
る場面であると言えよう。ファシリテーター
からの後押しこそあったが、気仙沼小の子ど
もたちは質問に対して誰がどのように答える
かをその場で決め返答をした。返答内容はシ

ンプルなものであるが、初めて対面する言葉
の通じない相手からの突然の質問に対応する
ということは、大人でも簡単にできることで
はない。

３－４．子どもたちのふりかえりから
対話に参加した気仙沼小学校の子どもたち

が記入したふりかえりワークシートから、子
どもたちが活動から学んだことを見ていくこ
ととする。

子どもたちにはアチェの第32小学校の子ど
もたちと対話をしてみて気がついたことを３
つずつ記入してもらった。それらをカテゴリ
ーごとに分類したものが表１である。

これを見ると、気仙沼小学校の子どもたち
がアチェやアチェの人々について様々なこと
を学んでいたことが分かる。通学カバンなど
の持ち物やボイ（アチェで作られる伝統的な
お菓子）について、アチェでも獲れるという
ことが分かったサメといった対話内で実際に
やり取りのあった事柄だけでなく、アチェの
学校の教室の様子やアチェの子どもたちが着

（表１　子どもたちの気づき）

カテゴリー 記入数

持ち物 27

性格 27

環境 20

言語 20

服装 11

参加人数 9

座り方 7

文化の相違点 12

名前 4

ボイ（お菓子） 3

サメ 2

インターネットの利便性 2

その他 11

未記入 13

168
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ている服など、スクリーンを通して相手のこ
とをよく観察している。また、視覚的な情報
だけでなく聴覚を活用し言語についての気づ
きも挙げられていた。さらに、アチェの子ど
もたちが交流のために日本語を練習していた
ことや子どもたちの表情や反応からアチェの
子どもたちの元気さや明るさ、やさしさとい
ったものを感じ取り、その友好的な態度に親
近感を感じている様子も伝わってきた。子ど
もたちは視覚や聴覚を存分に働かせることで
アチェやアチェの人々の姿を多様に認知し、
理解を深めたと言えよう。

多様な気づきを比較する記述も多く見られ
た。「自分たちと違ってアチェの子どもたち
の服装が全員同じだった」と自文化と比較し
てその違いを述べたもの、アチェの子どもそ
れぞれが使う通学カバンを比較しどの子も違
うカバンで通学していたことに気がつくなど
比較の軸を変えた記述も見られた。また全体
からすると少数であったが、自身の予想と実
際の違いを気が付いたと書く子どももいた。

こうした比較の積み重ねは両地域の文化や
暮らしの相違点を明らかにし、「日本と全然
ちがうことがわかった」といった違いに着目
した気づき、「気仙沼と違うところもあるけ
れど似ているところもあった」という両面性
に着目した気づき、「日本とアチェで同じと
ころがあった」と類似に着目した気づきを導
き出した。自分にとって「当たり前」な考え
や文化を異文化とつきあわせ比較することに
よって相違点に気がつくという行動は、異な
る背景を持つ人々に対する寛容な態度を身に
付ける第１歩であると考える。あくまでも第
一歩、入り口ではあるが、このような学びを
子どもたちが体験することは世界人権宣言に
ある相互理解と寛容と友好関係構築を目指す
教育へと通ずるものがあるのではないだろう
か。

４．おわりに
世界の人々と対話をする地球対話の実践を

詳細に見ることで、参加した子どもたちがオ
ンラインという限られた環境下においても、
視覚、聴覚、そして想像力を用いて、アチェ
の人々の暮らしや文化を知り、またその違い
や似ている所、あるいはその両方について気
がつき考えを巡らせていることが明らかとな
った。自身や自文化を相対化することなくし
て他者や異文化を受け入れる、寛容に接する
ことは難しく、このような気づきが活動を通
して生まれたことは大変重要なことである。

一方で課題となるのが、この気づきをどの
ようにして次の活動、学びにつなげていくか
ということだ。本活動はあくまで異文化理解
の入り口に過ぎず、これらの気づきをさらに
深めるには長期的かつより多様な体験や学び
をもたらす教育的活動が必要である。また、
今回は日本側の子どもたちの気づきのみを取
り上げたが、アチェの子どもたちの気づきと
突き合わせてこそ、この活動の意義がはっき
りと映し出される。活動だけでなく本研究も
未だ途上であり今後より詳細な分析を行って
いきたい。

１）UNESCO
　　https://en.unesco.org/futuresofeducation/

news/international-commission-releases-
joint-statement-education-and-covid-19-
crisis

　　（2020. ９.18アクセス）
２）地球対話ラボのホームページ
　　http://www.taiwa.or.jp/
　　活動を開始した2002年、アフガニスタン

戦争下にあった首都カブールの高校生と
神奈川県横浜市の高校生を衛星電話で結
ぶ「地球対話」プロジェクトをスタート
に、衛星電話やインターネットテレビ電
話を用いて、世界各国・地域の市民と日
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本の市民をつなげる対話の場を生み出し
てきた。

３）図画工作科を地球対話と組み合わせた実
践については、宮崎敏明著、特定非営利
活動法人地球対話ラボ編『大震災を体験
した子どもたちの記録』日本地域社会研
究所、2019年に詳細がまとめられている。

４）同上、P72.
５）2016年度末に惜しまれつつも閉校。近隣

の学校と統合し、宮野森小学校となった。

（参考文献）
・宮崎敏明著、特定非営利活動法人地球対話
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